
２ 重点努力事項と具体的実践事項及び数値目標         （４段階評価 4-3-2-1） 

 重点努力事項 具体的実践事項 担当 数値等目標 前期 後期 

 
 

心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
あ
か
る
く
） 

 

生徒指導の 

充実 

いじめ・不登校の未然防止と早期発見、早期対応 石原 いじめ解100％,欠席１0日以内95％以上 3.8 3.6 

積極的な生徒指導と心の居場所のある学級づくり 石原 保護者：喜んで登校 3.5 3.5 3.7 

日常観察の徹底と教育相談の定期的な実施 石原 教職員：3.3 3.6 3.5 

あいさつ・返事のレベルアップ 松本 教職員：3.3 3.2 3.3 

人権教育の 

着実な推進 

多様性を認め合う教育による自他を大切にする児童の育成 岸谷 児童：優しい言葉3.5 3.0 3.3 

教職員の基本的認識向上と研修への参加 岸谷 教職員：3.3 現地研修 3.4 3.5 

道徳科の着実

な推進 

道徳科の見方・考え方を働かせる授業づくり 宗像 教職員：3.3 3.2 3.2 

道徳科の評価方法の工夫改善・評価の蓄積(言葉か

け､通知表､要録への記載の共有化) 

宗像 教職員：3.3 3.2 3.3 

教育環境の 

整備 

師弟同行の無言清掃の徹底 藤川 児：そうじ 3.5 3.1 3.5 

美化・栽培活動の充実（花いっぱい運動） 岸谷 教：3.5 3.4 3.5 

特別活動の充実 児童の主体性を伸ばす児童会活動・学級活動の充実 松本 児:人の役に立つ3.5,教:3.3 3.1 3.1 

特別支援教育 

の推進 

合理的配慮の充実と校内支援体制の確立 池田 教職員：3.3 3.3 3.2 

関わる力を高める言葉と伝え方の指導の充実(ソーシャルスキルトレーニングの充実) 池田 教職員：3.3 3.1 3.5 

学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
か
し
こ
く
） 

 

 

学力の充実 

主体的に学び、自ら伝え合う児童の育成 田中 教職員評価 3.3 2.9 3.1 

学力調査等の分析・活用とＰＤＣＡサイクルの確立 倉田 県学力県平均以上 

NR 成就値-4以下 15％以下 

2.9 3.2 

誰一人取り残さない個別支援の充実（朝自習、補充指導等） 倉田 教職員：3.5  3.2 3.5 

「学習の約束」の徹底等、基本的学習習慣の確立 田中 教職員：3.3 3.2 3.3 

家庭との連携を図った家庭学習習慣の確立 倉田 保護者：3.0、児童：3.6 3.3 3.4 

読書活動の推進 読書量の向上をめざす読書活動の推進と並行読書の充実 宗像 並行読書３単元以上、読書量一人120冊 3.0 3.3 

情報教育の推進 教職員及び児童のＩＣＴ活用力の向上 藤川 教職員：3.3 3.1 2.9 

外国語科の着実な推進 専科､ALTとの確実な連携による英語が好きな児童の育成 倉田 英語が好き 90％ 3.1 3.5 

体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

た
く
ま
し

く)
 

体力の向上 体育科の授業の充実（めあて学習）と運動量の確保 松本 教職員：3.3  3.2 3.2 

教育活動全体を通じての体力向上の取組 松本 保護者：3.3  3.2 3.3 

安全教育の 

充実 

避難訓練等による危険予測と回避能力の向上 小﨑 教職員：3.3､交通事故 0 3.5 3.5 

防災体制・危機管理マニュアルの整備と確実な安全点検 小﨑 教職員:3.3､保護者:3.3 3.5 3.6 

健康教育の 

充実 

疾病予防・感染症予防等に対する意識と実践力の向上 石原 教職員：3.5 3.5 3.6 

生活リズムの確立と個に応じた保健指導、給食指導 石原 歯科治療80％、給食残菜の減少 3.4 3.5 

地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

家庭との連携 保護者との積極的な連携と通信等による情報発信 松下 保護者：3.5 3.6 3.5 

地域との連携 地域の教育力を活かし、地域に貢献する教育活動の

創造（探究的な総合的な学習の時間、生活科） 

松本 保護者：3.3  3.7 

学校評価の活用と改善 学校評価と連動した業績評価と学校教育への活用・確実な改善 松下 教職員：3.3 3.3 3.3 

幼保小中高の連携強化 幼保小中高との確実な連携（授業交流・情報交換） 宗像松本 教職員：3.3 3.3 3.5 

 働き方改革 心身の健康を第一にした業務改革と働き方改革の推進 松下 教職員：3.3  3.0 

 


